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急速に発展する情報社会では、情報活用能力・AI 人材の育成が重視されている。こ

うした情報社会で、プログラミング初学者でも、AI を利用したプログラムの作成がで

きるようになることは、AI 学習の裾野を広げ、高度な人材を育成するためにも重要で

ある。 

代表的な AI フレームワークとして TensorFlow や学習済みモデルの TensorFlow 

Hub がある。初学者にとっては、このライブラリを使いこなすことは難易度が高い現

状がある。そこで、AI学習をおこなうため、この TensorFlowの機能や学習済みモデル

を利用しやすくする Pythonライブラリを作成することは、特に意義深いといえる。 

本研究では、TensorFlow Hubの ImageNetを用いて、画像分類を行う Pythonモジ

ュールを開発し、そのモジュールを用いたサンプルプログラムを作成した。また作成し

た Pythonモジュールを用いた授業モデルを検討した。開発モジュールと検討した授業

モデルが中学校学習指導要領技術・家庭科「D 情報の技術」(2)(3)(4)に沿うことを確認

した。 
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AI technology has made remarkable progress in recent years, and there is a need to 

develop AI human resources. It is important to enable even beginners in programming 

to learn AI.  

In this paper, we examined the development of a Python module that allows even 

beginners to use TensorFlow functions and trained models, as well as lesson plans, and 

confirmed that the content was in line with the curriculum. 


